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宥
快

の
煩
悩
即
菩
提
観

林

山

ま

ゆ

り

一
、

は
じ

め
に

宥
快

(
一
三
四
五
～

一
四
一
六
)
は
長
覚

(
一
三
四
〇

一
四
一
六
)
と

共
に
高

野
山
教
学
の
大
成
者
と
し
て
著
名
で
あ
る
。
宥
快

の
残
し
た
厖

大
な
数

の
著
作
群
は
現
在
の
高
野
山
教
学

の
礎
と
な

っ
て
い
る
。
宥
快

の
著
作
中
、
特

に
、
『
宝
鏡
鈔
』
は
、
立
川
流
を
批
判
し
た
書
と
し
て

(1
)

注
目
さ
れ

て
き
た
。
『宝
鏡
鈔
』
で
は
、
宥
快
が
立
川
流
と
称
す
る

一
流

派
の
教
義

や
、
そ
れ
が
典
拠
と
す
る
経
典
類
を
邪
法

・
邪
見
と
い
っ
た

言
葉
を
用

い
て
批
判
し
て
い
る
。
煩
悩
即
菩
提
も
そ
の
よ
う
な
教
義
の

う
ち
の

一
つ
で
あ
る
。
煩
悩
即
菩
提
は
大
乗

の
通
説
と
し
て
説
か
れ
る

も
の
で
あ

る
が
、
宥
快
は
、
立
川
流
で
は
邪
見
に
も
と
つ

い
て
煩
悩
即

菩
提

の
義

を
曲
解
し
て
い
る
と
し
、
そ
れ
を
破
し
て
い
る
。

小
稿

で
は
、
宥
快
が
立
川
流
の
煩
悩
即
菩
提
を
邪
見
と
す
る
の
は
ど

の
よ
う
な
理
由
か
ら
な
の
か
、
ま
た
、
真
言
宗

の
煩
悩
即
菩
提
を
ど
の

よ
う
に
規
定
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

二
、
『
宝
鏡
鈔

』

『
大
日
経
疏
鈔

』

に

み
え

る
煩
悩

即
菩
提

『
宝
鏡
鈔

』
に
は
、
煩
悩
即
菩
提
に
関
す

る
二
つ
の
問
答
が
あ
る
。

そ
の

一
つ
め
の
問
答
で
は
、
「依

諦
理

談

煩
悩
即
菩
提

、
大
乗
実

教
之
宗
義
也
。
不

知

実
義

、
只
認

妄
情

以

煩
悩

執

菩
提

沈

論
三
途

。
是
云

邪
見

也
。」
(
2
)

と
述
べ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
立
川
流

の
煩
悩
即
菩
提
は
、
実
義
を
知
ら
ず
に
、
妄
情

を
認
め
て
煩
悩
を
菩
提

と
執
す
る
邪
見
で
あ
る
と
破
し
、
大
乗
実
教

の
煩
悩
即
菩
提
は
そ
れ
ぞ

れ
の
宗
の
諦
理
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
成
り
立
つ
も
の
で
あ
る
と
言
う
。

宥
快
が
重
ん
じ
る
真
言

の
実
義
と
は
、
六
大
無
碍

・
阿
字
本
不
生
の

道
理
や

『十
住
心
論
』
の
序
の
一
文
に
基
づ
く
説
で
あ
る
。
『宝
鏡
鈔
』

か
ら
は
立
川
流
も
同
様
に
こ
の
文
に
よ
っ
て
理
解
し
て
い
る
こ
と
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
。
空
海

の
著
作
で
は
、
『十

住
心
論
』
第
七
住
心
に

も
煩
悩
即
菩
提

の
語
が
見
え
る
が
、
第
七
住
心

で
は
三
論
の
義
を
挙
げ

て
い
る
だ
け
で
あ
る
の
で
、
空
海
の
時
点
で
は
煩
悩
即
菩
提
に
つ
い
て
、

真
言
宗
と
し
て
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
で
あ
る
か
を
詳
細
に
論
じ
て

1
7

8



い
る
わ
け
で
は
な
い
と
言
え
る
。

続
く
二
つ
め
の
問
答
で
も
、
「
雖
耳
聞

煩
悩
即
菩
提
、
口
説

煩
悩

即
菩
提
、
心
不

知

其
旨
、
認

元
凡
情

執

菩
提
、
弥
行

煩
悩

者
、

可

増

長
輪
廻
。
争
可

証

得
如
来

一
切
智
智

乎
」
(
3
)

と
、
煩
悩
即
菩

提

の
所
由
や
旨
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。
で
は
、
宥
快
は

真
言
宗

に
お
け
る
所
由
や
旨
と
は

一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
考

え
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

次
に
宥
快
の
代
表
的
な
著
作

で
あ
る

『大
日
経
疏
鈔
』
の
中
に
見
え

る
煩
悩
即
菩
提
観
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
み
る
。
『大
日
経
疏
紗
』
の

除
蓋
障
三
昧
を
釈
し
た
箇
所
で
は
、
次
の
よ
う
に
煩
悩
即
菩
提
を
大
乗

の
通
談
と
し
、
法
相

・
三
論

・
天
台

・
華
厳

・
真
言
の
五
重
に
解
釈
し

て
い
る
。

付

之
、
煩
悩
即
菩
提
、
総
諸
大
乗
通
談
也
。
故
荘
厳
論
由

離

法
性

外

無

別
有
諸
有
諸
法
。
是
故
如

是
説
工
煩
悩
即
菩
提
。

三
論
嘉
祥
不

断

煩
悩

而
入

浬
槃
。
文
天
台
無
明
塵
労
即
是
菩
提
判
。
華
厳
入

三
毒

三
徳

円
。
入

一
塵

一
心
浄
。

但
法
相
等
意
断

煩
悩

得

菩
提

故
、
煩
悩

即
菩
提
義
存
。
三
論
意
衆
生
顛
倒
以

菩
提

為

煩
悩

故
、
如
実
覚
時

、
煩
悩
外
無

菩
提

義
煩
悩
即
菩
提
談
也
。
天
台

穏

入
皆
如
釈
故
、
帰

真

如

其
義
釈
。
華
厳
以

真
妄
物
我
挙

一
全
収
義

釈
成
。
所
詮
何
理
性
由
、

煩
悩
即
菩
提
義
談
也
。
今
自
宗
煩
悩
即
菩
提
、
即
事
而
真
実
談
故
、
煩
悩
即

体
不

動
心
仏
秘
号
談
也
。
故
欲

・
触

・
愛

・
慢
煩
悩
成

五
秘
密
喩
伽
。
三

毒
五
逆
皆
心
仏
密
号
名
字
也
有

御
釈

此
意
也
。
(
4
)

宥
快
の
煩
悩
即
菩
提
観

(林

山
)

こ
の
よ
う
な
五
重
の
義
は
宥
快
だ
け
に
指
摘

さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

例
え
ぼ
道
範
の

『声
字
実
相
義
抄
』
に
も

「但
同
雖

云

煩
悩
即
菩
提

一、
四
箇
大
乗
并
真
言
、
其
義
五
重
、
非

無

浅
深

、
留

心
可

思

之
」
(
5
)

と
見
え
る
。
宥
快
は
右
の
文
で
真
言
宗
の
煩
悩
即
菩
提

は
即
事
而

真
の
実
談

で
あ
る
か
ら
煩
悩
が
そ
の
ま
ま
心
仏

の
祕
号
で
あ
る
、
と
説

明
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
記
述
で
は
他
の
大
乗
諸
宗
と
比
較
し
て

真
言
の
義
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
具
体
的
な
真
言
の
義
に
つ
い

て
は
、
は
っ
き
り
と
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。

三
、

『煩
悩

即
菩
提

義
』

に
お
け
る
煩
悩

即
菩
提

そ
れ
で
は
次
に
、
よ
り
具
体
的
に
煩
悩
即
菩
提
に
つ
い
て
論
じ
た
著

作
で
あ
る
、
『煩
悩
即
菩
提
義
』
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

『煩
悩
即
菩
提
義
』
は
未
翻
刻
の
小
篇
で
あ
る
が
、
現
存
す
る

『煩

悩
即
菩
提
義
』
は
す
べ
て
写
本
で
、
版
本
は
現
在
確
認
し
て
い
な
い
。

宥
快
の
著
作
中
に

『煩
悩
即
菩
提
事
』
と
い
う
書
名
が
確
認
さ
れ
る
が
、

こ
れ
は

『煩
悩
即
菩
提
義
』
と
同

一
内
容
で
あ
る
。
現
在
確
認
し
て
い

る
の
は
、
目
録
類
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
二
本
を
加
え
、
以
下
に
挙
げ

る
八
本
で
あ
る
。
『国
書
総
目
録
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
は

〔国
〕、

『仏
書
解
説
辞
曲
』
に
記
載
さ
れ
る
も
の
は

〔仏
〕
と
記
し
た
。

『
煩
悩
即
菩
提
義
』

一
冊

高
野
山
三
宝
院

書
写
年
不
詳

〔国
〕

/
高
野
山
大
学

(『大
日
経
教
主
義
』
と
合
本
)
天
保
十

一
年
写
本

『煩
悩
即
菩
提
事
』
一
巻

高
野
山
大
学

文
久
二
年
写
本

〔仏
〕
〔国
〕
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/
高
野
山
金
剛
三
昧
院

(遍
計
所
執
之
事
と
合
本
)
安
政
三
年
写
本

〔国
〕
/
高
野
山
大
学

万
延
元
年
写
本
/
高
野
山
宝
亀
院

江
戸
時
代

写
本

〔仏
〕
〔国
〕
/
龍
谷
大
学

天
保
十
五
年
写
本

〔仏
〕
〔国
〕
/
大

正
大
学

文
政
七
年
写
ヵ

〔仏
〕

『煩
悩
即
菩
提
義
』
の
著
作
年
代
に
つ
い
て
、
諸
本
に
は
、
応
永

二

十
五
年
の
奥
書
が
見
え
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
す
で
に
指
摘
が
あ
る

よ
う
に
、
宥
快
の
死
後

の
年
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
応
永
十
五
年
を
誤

写
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
、
宥
快
六
十
四
歳
の
頃
の
も
の
で
あ
る
と
推

測

さ

れ

る
。
(
6
)

妙
錦

の

『秘
密
法
訓
』
に

「宥
快
大
阿
闍
梨
耶
、
於

此
門
中

分

十
重
別

」
と
み
え
る
よ
う
に
、
宥
快
は
、
『煩
悩
即
菩
提
義
』
に
お
い

て
、
煩
悩
即
菩
提
を
十
住
心
を
意
識
し
た
十
の
階
梯
に
分
類
、
整
理
し

て
い
る
。
そ
の
十
重
の
義
と
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
凡
夫

の
た
め
の
煩
悩
即
菩
提
/
②
小
乗

・
法
相
宗

の
た
め
の
煩
悩

即
菩
提
/
③

『守
護
経
』

(縁
覚
乗
)
に
説
か
れ
る
煩
悩
即
菩
提
/
④

法
相
大
乗
井
び
に
性
宗

の
煩
悩
即
菩
提
/
⑤
三
論
宗
に
説
か
れ
る
煩
悩

即
菩
提
/
⑥
天
台
な
ど
の
法
性
宗
に
説
か
れ
る
煩
悩
即
菩
提
/
⑦
天
台

に
説
か
れ
る
煩
悩
即
菩
提
/
⑧
天
台
に
説
か
れ
る
煩
悩
即
菩
提
/
⑨
華

厳
に
説
か
れ
る
煩
悩
即
菩
提
/
⑩
真
言
宗
に
説
か
れ
る
煩
悩
即
菩
提

こ
の
分
類
に
お
い
て
は
、
法
相
や
天
台
に
お
け
る
義
の
重
複
が
み
ら

れ
、
十
住
心
通
り
の
階
梯

に
な

っ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
だ
が
、
大

乗
の
義
と
さ
れ
る
煩
悩
即
菩
提

の
語
に
、
凡
夫
や
小
乗
の
位
を
加
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、
十
住
心
を
意
識
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
十
分
窺
え

る
だ
ろ
う
。
で
は
、
真
言
宗
の
義
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
だ

ろ
う
か
。

十
番
目
に
挙
げ
ら
れ
る
真
言
宗

の
義

で
は
、

二
つ
の
異
説
と
二
つ
の

正
解
が
あ
げ
ら
れ
る
。
第

一
の
正
解
に
は
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

一
義
云
、
自
宗
教
門
立

十
住
心
三
劫

次
第
、
従

浅
立

深
、
所

究
竟

為

真
言
所
詮
、
仍
九
種
住
心
所
談
煩
悩
即
菩
提
義
、
各
有

其
由

者
也
。

其
中
至

九
住
心

以

事
々
無
碍
義
、
立
二
煩
悩
菩
提
円
融
無
碍
義
之
義
｡
彼

為

由
此
上
真
言
煩
悩
即
菩
提
義
、
深
可

意

得
也
。
真
言
意
六
大
無
碍
、

四
万
不
離
、
三
密
加
持
故
迷
・
悟
、
染
・
浄
、
無
碍
渉
入
、
不

着

一
相

故
云

煩
悩
即
菩
提

也
。
(
8
)

真
言
の
教
門
で
は
第
九
住
心
ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
煩
悩
即
菩
提
の
道

理
を
認
め
た
上
で
、
さ
ら
に
そ
の
上
に
位
置
す
る
真
言
の
教
門
に
お
け

る
煩
悩
即
菩
提
の
義
を
深
く
知
る
べ
き
で
あ
る

こ
と
を
主
張
し
、
ま
た
、

六
大
無
碍
な
ど
の

『即
身
成
仏
義
』
で
説
か
れ
る
よ
う
な
渉
入
説

に

の
っ
と

っ
て
、
無
碍
渉
入
し
偏
る
こ
と
が
な
い
状
態
に
な
る
こ
と
が
、

真
言
の
煩
悩
即
菩
提
の
条
件
で
あ
る
と
す
る
。

こ
の
一
義
に
関
し
て
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
問
答
が
な
さ
れ
、
特
に
、
煩
悩
即
菩
提
の
証
得
に
つ
い
て

の
問
答
で
は
、
立
川
流
の
教
説
に
触
れ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

問
。
煩
悩
即
菩
提
義
、
真
言
行
者
、
如
何
修

之
可

証
得

耶
。

答
。
邪
見
人
行

男
女
欲
事
乃
至
肉
食

飯

(飲
カ
)
酒
、
此
当
相
即
真
言
即

身
成
仏
也
云
。
此
立
川
流
秘
蔵
法
云
也
。
顕
密
諸
教
強
煩
悩
即
菩
提
云
別
非

180



行

一
法
」
。密
教
意
、
修

阿
字
観

行

日
・
月
輪
観
等

行

五
相

・
三
密

妙
行
､
自
然
貧

・
瞋
・凝
等
煩
悩
即
内
証
法
門
功
徳
成
也
。

宥
快
は
、
煩
悩
即
菩
提
の
正
し
い
旨
を
知
ら
ず
に
真
言
の
即
身
成
仏

を
と
な
え
る
立
川
流
を
破
し
、

一
方
で
真
言
行
者
は
、
煩
悩
即
菩
提
の

旨
を
知

っ
た
上
で
、
真
言
の
教
え
に
基
づ
い
た
、
阿
字
観
や
日

・
月
輪

観
と
い
っ
た
観
想
行
や
五
相
成
身
観
・
三

密
行
な
ど
を
行
う
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

四

、

お
わ
り

に

『煩
悩

即
菩
提
義
』
に
つ
い
て
は
一
義

し
か
触
れ
ら
れ
な
か

っ
た
が
、

宥
快
は
、
真
言
宗
に
お
い
て
は
、
煩
悩
即
菩
提

の
旨
を
正
し
く
理
解
し

た
上
で
、
真
言
宗

の
教
義
に
の
っ
と

っ
た
行
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ

る
、
と
主
張
す
る
。
教
義
だ
け
で
は
な
く
、
観
想
行
な
ど
の
行
を
平
行

し
て
重
視

し
、
十
住
心
の
階
梯
を
重
視
す
る
と
い
っ
た
基
本
に
か
え
る

こ
と
を
推
し
進
め
た
姿
勢
が
宥
快
の

『煩
悩
即
菩
提
義
』
か
ら
は
窺
い

知
る
こ
と
が
で
き
る
。
小
稿
で
は
、
紙
幅
の
関
係
上
、
全
体
の
構
成
と

内
容
の

一
部
を
紹
介
す
る
に
と
ど
ま

っ
た
。
宥
快
の
邪
教
に
対
す
る
思

想
内
容
の
全
体
的
な
解
明
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
課
題
と
し
た
い
。

1

立
川
流
の
研
究
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。
水
原

堯
栄

『邪
教
立
川
流
の
研
究
』、
櫛
田
良
洪

『真
言
密
教
成
立
過
程
の
研
究
』

第
二
編

・
第
四
章

「邪
流
思
想
の
展
開
」
、
守
山
聖
真

『立
川
邪
教
と
そ
の

宥
快
の
煩
悩
即
菩
提
観

(林

山
)

社

会

的

背

景

の
研

究

』
、

真

鍋

俊

照
『
邪
教

・
立

川
流

』
、

等
。
ま
た
、
最
近
の
論
攷
と
し
て
は
、

(『
イ

ン
ド
哲
学
仏

教
学
研
究

』
七
)
、
彌
永

信
美

「立
川
流
と
心
定

『
受
法
用
心
集
』

を
め
ぐ

っ
て
」

(『
日
本
仏
教
綜
合

研
究

』
第

二
号
)
等

が
挙
げ

ら
れ
る
。
彌
永
氏

は
、
立
川
流
と
し

て

一
括

り

に
さ
れ

て

い
る
思
想

を
、

「立

川
流
」
と

い
う
表
現

を
廃

し
て

「中
世

の
性

的
宗
教

」
ま
た

は

「思
想
」
と
言

っ
た

ほ
う
が
間
違

い
が
な

い
の
で
は
な

い

か
、

と
論

じ
て

い
る
。
宥
快
と
中
世
思
想
と

の
関
係

に

つ
い
て
も
検
討

が
必

要

で
あ
る
が
、
今
回

は
立
ち
入
ら
ず
、
宥
快

が
著
作

中

で
破
し
た
特
定

の
流

派

と
し

て
、

「立

川
流
」

の
名
称

を
使

用
し

た
。
2

大
正

七
七

・
八
五

一
頁

上
。

3

大
正
七
七

・
八
五

一
頁
中
。
4

大
正
六
〇

・
一
四
六

頁
中
。
5

真
全

一
四

・
二
七
頁
上
下
。

6

『長
覚

尊
師

と
宥

快
法

印
』

(
二
七

二
頁
)

参
照
。
7

続
真

全

二
三

・
三

一
五
頁
下

。
な

お
、

『秘
密

法
訓
』
第

四
煩
悩

即
道

門

に
は

『煩

悩
即
菩

提
義
』

の
ほ
ぼ

全
文

の

取
意
文

が
引
用
さ
れ

て
い
る
。

8

以
下

の
引
用
文

に
関
し

て
は
、
高
野

山
大

学
所
蔵
、

『煩

悩
即
菩
提
事

』
文
久

二
年
写
本

を
翻
刻

し
た
も

の
を
使

用
し
た
。

附
記

『
煩
悩
即
菩

提
義
』
全

文

の
翻
刻

及
び
そ

の
内
容

に

つ
い
て
は

『
早

稲
田
大
学
大
学
院

文
学
研
究
科
紀
要
』
第
五
十

一
輯

に
掲
載
す

る
予
定

で
あ

る
。

〈キ
ー

ワ
ー
ド
〉

宥
快
、
煩
悩
即
菩
提
、
『
宝
鏡
鈔

』
、

『大

日
経
疏
鈔

』

(早
稲

田
大
学
院
博
士
課
程
)
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(142) Abstracts

Jushuin Gimonsho(決 答 授 手 印 疑 問 抄). Honen, Shoko(聖 光), and subsequent-

ly Ryochu, throughout their lives held a relative, not an absolute, standpoint.

The typical explanation of this standpoint is just a metaphor of two rivers

and a white path(niga-byakudo二 河 白 道), and we must try to understand the

three thoughts(sanjin三 心)through this metaphor.

33.On the Dacheng wuliangshou zhuangyan jing大 乗 無 量 寿 荘 厳 経in

Shoko's Works

Shoji GUNJIMA

The Dacheng wuliangshou zhuangyan jing大 乗 無 量 寿 荘 厳 経(Zhuangyan

jing荘 厳 経)was translated in the Song period as another version of the Wul-

iangshou jing無 量 寿 経. No one has explained when this text was imported

into Japan. Shoko noted in one of his works that he saw a copy of the

Zhuangyan jing at the Munakata shrine. So we know that the Zhuangyan

jing was imported before the Koryo printed version. Shoko quoted this text

in his Jodoshu yoshu(Seijuyo)and Tetsu senchaku hongan nenbutushu(Tet-

susenchaku). Therefore, we know that Shoko made a careful reading of the

Zhuangyan jing and tried to resolve the difficult points of the original text.

Shoko's works, Seijuyo and Tetsu senchaku, that quoted the Zhuangyan jing

were written in his later years. The most explicit details were expounded in

the Tetsu senchaku. I believe Shoko's thought changed from the Seijuyo to

the Tetsu senchaku.

34. Yukai's View of Bonno-soku-bodai 

Mayuri RINZAN 

In this article, I examine how Yukai understood the concept of bonno-
soku-bodai (klesa or afflictions are the same as bodhi or enlightenment). Yukai 

(1345-1416) was a Muromachi era scholar-monk of the Shingon School. In his 
first work, the Hokyosho, he criticized the heretical Tachikawa Sect empha-

sizing their misunderstanding of bonno-soku-bodai. In his treatise, the bon-
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no-soku-bodai-gi, he used Kukai's classification from The Ten Stages of the 

Development of Mind (Jujushinron) to analyze and rank bonno-soku-bodai in 
ten stages. He insisted that each stage be considered carefully and that bon-

no-soku-bodai be accurately understood according to the Shingon School's 

teachings. Yukai's fundamental interpretation of bonno-soku-bodai was 
based on Kukai's philosophy and then further developed. 

35. Honen's View of Human Beings: A description of the "Notion of Three-

fold Mind" 

Sadataka ICHIKAWA 

The "Notion of Threefold Mind" is a sermon in the Daigobon Honen Sho-

nin Denki. But this sermon has many problems, and there is the debate 
whether it is HOnen's own sermon or not. Here I propose a new position. 

The "Notion of Threefold Mind" has 27 articles. But some articles contra-

dict each other. The first article has been expressed from the position that 

the Threefold Mind is given from Amida Buddha. However, the third has 
been expressed from the position that the Threefold mind is the mind which 

sentient beings should possess. 
In the "Ryaku-senchaku" (summary) of the Senchakushu, Honen has taught 

that sentient beings have the ability for the desire to escape from the cycle of 

birth-and-death. So the first article seems not to be Honen's thought. 
Also the fourth and fourteenth articles are described from a different idea. 

The fourth's thought differs from Honen's view of a human being. 
From such a viewpoint I suggest that the "Notion of the Threefold 

Mind"is not a sermon by Honen, but that it was compiled from memoran-
dums (of Genchi, Honen's disciple), either of Honen's sermon or of ideas other 

than Honen's. 

36. "The Answer to the Kamakura Second Degree Zen Nun" and "The An-

swer to Tsunoto no Saburo Entering the Way"(on September 18) 

Haruki KADONO
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